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ム
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を
引

区内小中高生
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ご
ノ
ー
ー
ぃ
ｙ
と
し
一
ｃ
θ
聡
弓

が
普
及
発
展
す
る
こ
と
に
よ

t
’
I
N
‐
1
j
ノ
ー
‘
ノ
河
ｚ
詞
ｌ
．
右

浜
海
洋
少
年
団
シ
ャ
ー
ク
ス

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
い
じ
め
な
ど
議
論

磯
子
区
小
中
高
生
サ
ミ
ッ
ト

Ｈ
月
７
□
、
杉
田
地
区
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

　
区
児
童
・
生
徒
指
堡
荏
教

諭
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
奎
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各
自
の
体
験
を
披
露

画
さ
れ
、
２
０
１
０
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
サ
ミ
ッ
ト
も
、
今
回

で
５
回
目
。
当
初
は
中
学
生
の

み
参
加
だ
っ
た
が
、
１
２
年
度
か

ら
小
学
生
、
そ
し
て
今
回
か
ら

話
し
合
い
を
行
う
参
加
者
た
ち

- 一 一

は
高
校
生
も
初
参
加
し
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
で
は
冒
頭
、
各
中

学
校
の
生
徒
会
が
学
校
で
取
り

組
ん
で
い
る
あ
い
さ
つ
運
動
な

ど
の
活
動
に
っ
い
て
、
代
表
者

ら
が
報
告
を
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
小
中
高
校
各
校
の

一
代
表
者
が
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
犯
罪
や
事
故
の
未
然

防
出
、
人
と
の
か
か
わ
り
、
い

じ
め
の
未
然
防
止
と
い
っ
た
テ

ー
マ
に
っ
い
て
議
論
し
た
。
メ

ン
バ
ー
の
中
学
生
が
、
友
人
に

　
交
通
手
段
を
聞
こ
う
と
メ
ー
ル

Ξ
「
何
で
来
る
心
」
と
送
っ
た

と
こ
ろ
、
相
手
が
［
ど
う
し
て

く
る
の
］
と
誤
解
を
し
て
ト
ラ

ブ
ル
に
な
っ
た
出
来
嘔
を
披

露
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ネ
ッ
ト
と
の
関

わ
り
方
に
っ
い
て
、
活
発
に
議

論
を
交
わ
し
て
い
た
。

本
の
修
理
、
各
地
で
花
開
け

　
（
Ｙ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
本
心
修
理
い
そ
ご
」
の
代

表
と
し
て
、
図
書
館
に
あ
る
壊

れ
た
本
や
傷
ん
だ
本
の
修
理
に

携
わ
る
。
長
年
の
功
労
に
対
し
、

こ
の
ほ
ど
、
全
国
図
書
館
協
会

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。
「
良

い
仲
間
た
ち
に
恵
ま
れ
、
図
書

館
か
ら
心
気
配
り
に
も
支
え
ら

れ
た
」
。
感
謝
？
‥
葉
と
と
も
に
、

長
い
よ
う
で
短
か
っ
た
と
い
う

こ
の
１
０
年
を
振
り
返
る
。

　
○
・
・
・
定
年
後
の
第
２
心
人
生

と
し
て
、
妻
の
薦
め
も
あ
り
、

製
本
の
講
座
に
参
加
。
受
講
後

人
物
風
土
記
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●全国図書館協会から感謝状を贈られた

　「本の修理いそご」の代表を務める

　　題字は

林文ｆ横浜市長
小野田真ａ

中原在住80歳

マ
ラ
ソ
ン
附
佃
て
。
タ
遍
刄
聊

　
　
　
　
　
開
門
か
ら
杉
田
ま
で
約
１
時
間

　
中
区
の
山
下
公
園
前
を
ス
タ

ー
ト
し
、
女
性
ラ
ン
ナ
ー
が
市

内
を
駆
け
抜
け
る
横
浜
国
際
女

子
マ
ラ
ソ
ン
。
第
６
回
大
会
は

Ｈ
月
１
６
日
間
に
開
催
さ
れ
る
。

　
区
内
で
は
、
八
幡
橋
、
屏
風

ケ
浦
な
ど
の
交
差
点
や
、
第
一

折
り
返
し
地
点
と
な
る
新
杉
田

心
聖
天
橋
交
差
点
な
ど
が
コ
ー

ス
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
大
会
開
催
に
伴
い
、
根
岸
地

区
を
走
る
山
下
本
牧
磯
子
線

や
、
ハ
幡
橋
か
ら
新
杉
田
ま
で

心
国
道
１
６
号
線
、
２
つ
の
線
に

並
行
し
て
走
る
国
道
３
５
７
号

線
で
交
通
規
制
が
行
わ
れ
る
。

　
山
下
本
牧
磯
子
線
内
で
は
、

開
門
か
ら
八
幡
橋
方
面
に
向
か

う
車
線
が
午
後
ｏ
時
習
ご
ろ

～
１
時
ご
ろ
、
国
道
１
６
号
線
で

は
、
八
幡
橋
か
ら
杉
田
に
向
か

う
車
線
が
ｏ
時
翌
ご
ろ
～
―

『
Ｆ
一
ｎ
&
Ｓ
．
．
ａ
１

１
Γ
－
一
Ｃ
一
／
’
ｐ
・
Ｉ

時
１
５
分
ご
ろ
、

折
り
返
し
後
の

杉
田
八
幡
橋
間
は
ｏ
時
２
０
分

～
１
時
背
ご
ろ
ま
で
と
な
っ

て
い
る
。
国
道
３
５
７
号
線
の

磯
子
町
～
千
鳥
町
問
は
、
午
後

ｏ
時
５
分
～
２
時
習
ご
ろ
ま

で
閉
鎖
さ
れ
る
。

男
ｆ
」
為
眼
ダ
１
１
フ
ー
一
ぢ

フ
ー
ズ
株
式
会
社
で
は
、
フ
リ

ー
ズ
ド
ラ
イ
商
品
と
し
て
雑
炊

（
卵
と
き
の
こ
、
豚
汁
）
と
ス
ー

プ
（
ミ
ネ
ス
ト
四
Ｉ
ネ
、
中
華

風
た
ま
ご
）
の
計
４
種
の
販
売

を
開
始
。
５
年
心
常
温
保
存
が

可
能
で
、
袋
が
そ
心
ま
ま
器
に

な
り
、
お
湯
を
注
い
で
１
分
で

‐
・
｀
‐
｀
・
・
‐
・
‐
｀
‐
｀
ｗ
・
‘
″
‐
｀
‐
’
・
｀
‐
‐
‐
｀
’
‐
‐
｀
‐
″
‐
・
’
・
‐
‐
‐
‐
｀
・
″
‐
｀
‐
｀
’
・
・
一
‐
‐
｀
’
・
・
‐
・
‐
・
‐
・
‐
・
‐
・
・
・
・
・
・
゛
ｙ
‐
・
‐
‐
｀
‐
・
！
Ｓ
‐
｀
’
・
‐
『
・
｀
‐
・
・
・
‐
・
‐
｀
・
・
・
‐
‐
‐
・
ｙ
‐
・
‐
‐
‐
″
’
・
‘
一
‐
‐
ｗ
．
・
｀
‐
．
‐
’
４
‐
．
‐
‐
・
‐
・
Ｓ
｀
‐
ｗ
‐
・
・
‐
｀
‐
・
‐
｀
‐
｀
・
‐
・
・
・
・
一

劇
団
横
綱
チ
ュ
チ
ュ
本
公
演

1
1
月
2
2
、
2
3
日
杉
田
劇
場

ご
ろ
～
１
時
２
５
分
ご
ろ
、
ハ
幡
・
　
区
民
な
ど
が
中
心
と
な
り
活

橋
～
開
門
間
は
ｏ
時
碧
忌
ろ
動
す
る
劇
団
「
横
綱
チ
ュ
チ
ュ
」
。
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Ｈ
回
目
と
な
る
本
公
演
が
Ｈ
月

使
わ
な
い
バ
イ
ク
を
買
取

　
不
要
に
な
っ
た
バ
イ
ク
を
無

料
で
出
張
査
定
。
「
走
行
可
能

な
バ
イ
ク
な
ら
３
Ｔ
円
か
ら
買

ます､/ｯﾌが蝕敗ｽﾀ

は
「
手
作
り
製
本
の
会
」
と
い

う
グ
ル
ー
プ
で
本
作
り
を
続
け

る
。
技
術
を
身
に
付
け
よ
う
と

活
動
に
の
め
り
込
む
も
、
次
々

と
で
き
あ
が
る
本
の
始
末
に
悩

む
よ
う
に
。
作
る
以
外
で
製
本

を
学
ぶ
手
段
と
し
て
「
図
書
館

で
壊
れ
た
本
を
直
さ
せ
て
も
ら

お
う
」
と
磯
子
図
書
館
に
直
談

判
。
「
素
人
が
頭
を
ひ
ね
り
な

が
ら
試
行
錯
誤
す
る
姿
に
を
「
無

謀
な
こ
と
ば
か
り
」
と
恐
縮
す

る
。
一
方
で
、
市
内
初
の
本
心

修
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
他
区

心
見
本
と
な
っ
て
い
く
。

　
○
…
新
宿
区
牛
込
の
出
身
。

近
所
に
は
夏
目
漱
石
が
晩
年
を

過
ご
し
た
家
が
あ
っ
た
り
、
出

版
社
に
勤
め
る
父
親
の
書
斎
で

本
を
読
み
漁
っ
た
り
と
、
少
年

時
代
は
本
と
身
近
な
生
活
を
送

る
。
小
学
生
の
こ
ろ
に
は
戦
争

が
激
し
く
な
り
、
親
戚
心
い
る

愛
知
県
に
疎
開
。
「
両
親
や
兄

弟
と
ば
ら
ば
ら
で
過
ご
し
た
ｆ

不
動
車
も
無
料
引
取

取
致
し
ま
す
／
」
（
対
象
外
有

り
）
。
車
種
・
メ
ー
カ
ー
問
わ
ず
、

２
２
二
冒
、
杉
田
劇
場
で
上
演

さ
れ
る
。

　
今
回
心
タ
イ
ト
ル
は
「
き
ん

ぎ
ょ
の
羽
右
。
天
の
羽
衣
を
失

く
し
た
天
な
た
ち
と
、
破
産
寸

ナ
ン
バ
ー
廃
止
の
手
続
き
も
無
’
前
と
な
っ
た
地
元
の
危
機
を
救

料
だ
か
ら
安
心
。
「
不
動
車
の
盲
う
と
立
ち
ト
が
り
、
ご
当
地

処
分
も
ご
相
談
下
さ
い
。
ま
ず

は
気
軽
に
お
電
話
を
／
・
」

■
ユ
ー
メ
デ
ィ
ア
横
浜
新
山
下

四
〇
４
５
・
６
２
８
・
Ｏ
Ｏ
７
０

ど
も
時
代
だ
っ
た
」
と
寂
し
げ

な
表
情
を
浮
か
べ
る
。
終
戦
後

東
京
へ
戻
り
、
中
学
、
高
校
へ

進
学
。
経
済
学
を
専
攻
し
た
大

学
時
代
は
呈
涯
心
伴
侶
と
出

会
え
た
こ
と
が
一
番
の
思
い
出
」

と
頬
を
赤
ら
め
る
。

　
○
・
・
・
製
本
や
修
理
と
い
っ
た

本
心
活
動
以
外
に
も
、
パ
ソ
Ｊ

ン
心
勉
強
や
地
域
の
男
性
た
ち

と
心
交
流
会
『
お
父
さ
ん
の
井

戸
端
会
議
』
に
も
参
加
す
る
。

「
リ
タ
イ
ア
後
の
男
性
が
地
域

活
動
に
参
加
す
る
、
は
し
り
の

時
代
を
経
験
し
て
き
た
ら
か

も
」
。
そ
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
さ
か
ら

か
、
地
域
心
中
で
も
顔
が
広
い
。

今
後
の
抱
負
に
っ
い
て
「
年
寄

が
出
し
や
ば
っ
て
ち
や
だ
め
だ

け
ど
」
と
照
れ
笑
い
す
る
も
、
「
い

ろ
ん
な
図
書
館
で
、
修
理
の
活

動
が
深
ま
っ
て
い
け
ば
い
い
な

と
思
っ
て
い
る
よ
」
と
に
っ
こ

り
。
各
地
で
取
り
組
み
が
花
開

く
の
を
見
守
る
。

ア
イ
ド
ル
を
め
ざ
す
母
親
た

ち
。
２
つ
の
立
場
の
登
場
人
物

た
ち
を
中
心
に
、
物
語
が
展
開

Ｆ

Ｕ

時
と
６
時
習
、
習
は
午
前
一

Ｈ
時
と
午
後
３
時
か
ら
。
開
場

は
そ
れ
ぞ
れ
開
演
の
翌
前
か

ら
。
料
金
は
日
時
指
定
・
全
席

自
由
で
、
１
席
７
０
０
円
と
な

ｉ

っ
て
い
る
。

５
組
に
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
４
公
演
の
う
ち
、
習
午
後

３
時
開
演
分
の
チ
ケ
ッ
ト
を
、

読
者
５
組
１
０
人
に
申
込
み
先
着

順
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
希
望
者
は

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
住
所
、
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
劇
団
事
務
局
の
大
島
さ
ん
回

〇
４
５
・
７
７
０
・
１
５
７
３

ま
で
申
し
込
む
。
Ｈ
月
１
９
日
締

め
切
り
で
、
当
選
の
発
表
は
発

送
を
も
っ
て
。

　
公
演
や
チ
ケ
ッ
ト
予
約
な
ど

に
開
す
る
問
い
合
わ
せ
も
、
同

じ
く
劇
団
事
務
局
の
大
島
さ
ん

四
回
〇
４
５
・
７
７
０
・
１
５

７
３
へ
。

叫
３
ぢ
ふ
一
一
こ
１
‘
ノ
ｔ
一
丿
潟

食
］
係
へ
。
Ｈ
月
習
必
着
。

トヅ
|lml目|INII11111111目||目目口||||||||||llll

き
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し
て
訂
疋
い
た
し
ま
す
。

屁
一
犬
万
忌

市
産
後
ケ
ア
事
業
か
ら
１
年
（
上
）

6そう穴

居

ラ

1
6
7
人
利
用
不
安
軽
減
に

横
浜
市
が
昨
年
１
０
月
に
開
始
し
た
「
産
後
母
子
ケ
ア
モ
皿
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－
　
Ｉ
磯
子
区
版
／
ｋ

3
2
8
２
０
１
４
年
（
平
成
2
6
年
）
１
１
月
１
３
日
南
号

デ
ル
事
葱
。
産
後
ら
母
親
の
育
児
不
安
を
軽
減
す
る
目
的
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地
域
心
助
産
院
が
委
託
先
と
な
り
母
子
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
。
国
心
事
業
化
に
先
駆
け
た
、
神
奈
川
県
内
初
の
取
り
組

み
と
謳
わ
れ
１
年
が
経
過
。
現
状
と
課
題
を
取
材
し
た
。

　
同
事
業
の
対
象
は
、
ホ
ル
モ

ン
バ
ラ
ン
ス
の
影
響
な
ど
で
心

身
と
も
に
不
安
定
に
な
り
や
す

い
産
後
４
ヵ
月
ま
で
の
母
親
。

申
請
を
受
け
た
区
の
助
産
師
や

保
健
師
が
訪
問
面
談
し
、
支
援

が
必
要
と
な
れ
ば
委
託
先
の
助

産
院
に
っ
な
ぐ
。

　
自
己
負
担
１
割
で
、
助
産
院

に
７
日
間
ま
で
宿
泊
で
き
る
「
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」
や
日
帰
り
の

「
デ
イ
ケ
ア
」
を
利
用
で
き
る
の

が
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
だ
。
心
身

が
休
ま
る
環
境
で
、
専
門
性
の

誓

シ
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高
い
助
産
師
が
直
接
指
導
。
育

児
不
安
を
早
期
に
解
消
し
、
不

安
や
ス
ト
レ
ス
か
ら
起
こ
る
児

童
虐
待
を
防
止
す
る
役
割
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
市
こ
ど
も
青

少
年
局
こ
ど
も
家
庭
諌
に
よ
る

と
、
委
託
先
で
あ
る
市
内
８
カ

所
の
助
産
院
で
、
昨
年
１
０
月
か

ら
今
年
８
月
ま
で
に
１
６
７
人

の
利
用
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
育
児
に
自
信
持
て
た
」

　
同
局
が
未
就
学
兄
を
持
つ
約

３
万
世
帯
か
ら
得
た
ア
ン
ケ
ー

ｉ哨

ト
（
２
０
１
３
年
度
）
で
は
、

び
ぷ
「
第
一
子
を
持
つ
前
に

赤
ち
ゃ
ん
の
世
話
を
し
た
こ
と

が
な
い
」
と
回
答
し
た
。

　
「
今
ま
で
赤
ち
ゃ
ん
に
関
わ
っ

た
こ
と
が
な
く
不
安
だ
っ
た
」

と
話
す
の
は
、
３
月
に
初
産
を

経
験
し
た
習
の
女
性
。
共
働

き
の
両
親
を
頼
る
こ
と
が
で
き

ず
、
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
も
減
り

続
け
た
。
「
パ
ニ
ッ
ク
で
毎
日
泣

い
て
い
た
」
と
当
時
を
振
り
返

る
。
そ
の
後
、
保
健
師
と
面
談
。

邪
。
日
に
７
日
間
の
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
が
決
ま
っ
た
。
「
泣
き
止
ま

な
い
時
の
対
処
法
、
授
乳
方
法

な
ど
困
っ
た
時
に
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
指
導
し
て
も
ら
え
助
か
っ

た
」
と
話
す
。
育
児
へ
の
自
信

も
つ
き
、
不
安
で
泣
く
こ
と
は

な
く
な
っ
た
と
い
う
。

　(2014年1月1日磯子)

かわいい赤ちゃん写真、

待ってます～!

－
－

お子様の写真を大募集(o~3･)

‐
零
梵
器
皿

　
同
調
に
よ
る
と
、
市
内
の
年

間
出
生
数
は
３
万
Ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
人

前
後
。
１
２
年
度
の
調
査
で
は
そ

の
３
人
に
人
が
、
習
以
上

の
高
齢
出
産
だ
っ
た
。
「
床
上
げ

３
週
間
と
い
わ
れ
る
く
ら
い
産

後
の
サ
ポ
ー
ト
は
必
要
。
た
だ
・

現
在
は
高
齢
出
産
な
ど
、
出
産

の
多
様
化
も
あ
り
実
親
ら
の
支

援
を
受
け
に
く
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
」
と
担
当
者
は
話
す
。

夫
婦
共
働
き
、
実
家
が
遠
い
、

実
親
が
高
齢
ま
た
は
祖
父
母
の

介
護
申
―
－
－
援
助
が
受
け
ら
れ

な
い
環
境
は
様
々
だ
。
市
内
の

助
産
院
院
長
も
「
子
育
て
は
思

い
通
り
に
い
か
な
い
も
の
。
心

身
と
も
に
不
安
に
な
り
や
す
い

時
期
は
つ
ま
ず
い
た
時
に
手
助

け
す
る
場
所
が
必
要
」
と
支
援

の
重
要
性
を
訴
え
た
。

　
一
方
、
同
事
業
は
全
て
の
母

親
に
聞
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
申
請
が
下
り
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
次
回
は
課
題
と
今

後
に
っ
い
て
探
る
。
－
つ
づ
く

住所･氏名(ふりがな)･性別･生年月日･電話番号･コメント･当
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第
9
4
回
天
皇
杯

決
勝
戦
は

日
産
ス
タ
ジ
ア
ム

　
第
習
天
眼
杯
全
日
本
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
大
会
決
勝
戦
が
四
一

具
冒
田
、
国
立
競
技
場
を
離

れ
て
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
（
横
浜

市
港
北
区
）
で
開
催
さ
れ
る
。

　
入
場
チ
ケ
ッ
ト
は
１
１
月
１
日

か
ら
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
・
ロ
ー

ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
他
で
販
売
さ
れ

て
い
る
（
一
般
自
由
席
３
１
０

Ｓ

２
11月22日

　相

　続

Ｏ
円
ほ
か
）
。
詳
し
く
は
四
〇
４

６
６
・
４
６
・
５
６
０
２
一
般

社
団
法
人
神
奈
川
県
サ
ッ
カ
ー

協
会
（
藤
沢
市
湘
南
台
）
へ
。

　
こ
の
決
勝
戦
に
当
紙
読
者
ペ

ア
ー
Ｏ
Ｏ
組
を
招
待
。
希
望
者

は
ハ
ガ
キ
に
〒
・
住
所
・
氏
名

・
連
絡
先
・
当
紙
へ
の
感
想
を

記
人
心
上
、
〒
２
５
４
－
Ｏ
Ｏ

５
２
平
塚
市
平
塚
５
の
２
２
の
１
５

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
「
天
皇
杯
」

係
ま
で
。
Ｈ
具
一
日
㈹
必
着
。

※
当
選
の
発
表
は
チ
ケ
ッ
ト
の

発
送
を
持
っ
て

相
続
・
道
政
の
無
料
講
演
会

人
気
の
相
談
会
も
同
時
開
催

　
行
政
書
士
高
田
吉
衛
事
務
所

で
は
Ｈ
月
習
田
、
禅
馬
会
館

（
国
道
一
胃
バ
ス
停
「
浜
」
近
く
）

で
相
続
や
遺
言
の
無
料
講
演
会

・
相
談
会
を
開
催
す
る
。

　
放
置
す
る
と
困
る
相
続
手
続

●

高
田
所
長
が
親
身
に
相
談
に
応
じ
る

き
や
遺
言
書
の
書
き
方
、
公
正

証
書
作
成
な
ど
、
区
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
師
と
し
て
地
域
密
着

で
活
動
す
る
高
田
所
長
が
疑
問

に
啓
え
る
。

　
講
演
会
は
午
後
１
時
か
ら
約

１
時
間
。
相
談
会
は
午
後
２
時

か
ら
５
時
ま
で
。
ど
ち
ら
も
要

予
約
。
申
込
み
や
問
合
せ
は
同

事
務
所
７
４
５
・
７
５
８
・

２
０
８
０
へ
。
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ｍａこんにちは♪
我が家のアイドル
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